






















こかに消え去ってしまっています。 「気品」ということばも聞かれなくなりました。少し前に「清貧」ということばがはやりましたが、それも単なる流行に終わってし っようです。品の い時代になってしまったと嘆息するのは私だけでしょう 。　
大学に進学するのは就職のためであり、社会人としての




ます。学生は面白い授業を望み、それに迎合する教員がよしとされています。教員が書く論文の質が問われることはほとんどなく、論文点数が問題とされます。教育と研究は車の両輪で、研究のできな 教員が学生 対して論文指導などできるはずがありません 膨大な数の が印刷さていますが、論文の内容も概説 研究の区別がつかなくなっているも を多々見かけ す。教育も質より量が重視される時代となってきました。このような状況の下 、どのようにし 独創的な学生を育てられるか 、大きな課題となっています。　
学生の方も、ネットや簡単な概説書で得た知識や、教員
の示唆を熟慮することなく演習 発表 たりしとことん突き詰め 考え と う学生が少なくなりました。 「道聴塗説」とい ことばを噛みしめるべきでしょぎりぎりまで自分 追い詰めるこ は、自らの人格の形成に大きな役割を果たしています。　
このような世間の風潮に栗原先生は孤軍奮闘されてきま
した。研究者が同業の研究者から尊敬されるためには二つの条件が必要です。一つは卓越した業績があること、一つは人格が優れているということです。栗原先生はこの両方を兼ね備えた稀有といってもよい です。たいていの研究者 どちらか 欠けているか、あるいはどちらも持っていないことが多いように感じます。栗原先生と一緒に仕事ができたことは同僚としての誇り、栗原先生の授業を受けることができたのは学生にとっての幸福でした。　
栗原先生は大学を去られますが、今後も研究者として第
一線に立ち続けられる でしょう。また先生の御姿勢は学問以外 も絶えず多くのものを投げかけてくる しょう。残された私たちはそ を追いかけて るか、とにかく頑張るしかないようです。

